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別 記 

 

定 義 

この別記において、「判断の基準」、「基準値１」、「基準値２」及び「配慮事項」の定義は、

それぞれ下記のとおりとする。 

 

「判断の基準」： 

「基準値１」 ： 

 

 

「基準値２」 ： 

 

「配慮事項」 ： 

法第６条第２項第２号に規定する特定調達物品等であるための基準 

判断の基準において２段階の判断の基準を設定している場合に、当該品目に

おけるより高い環境性能の基準であり、調達に際しての支障や供給上の制約

等がない限り調達を推進していく基準として示すもの 

判断の基準において２段階の判断の基準を設定している場合に、各機関にお

いて調達を行う最低限の基準として示すもの 

特定調達物品等であるための要件ではないが、特定調達物品等を調達するに

当たって、更に配慮することが望ましい事項 

 



 

－220－ 

２２－２ 印刷 

(1) 品目及び判断の基準等 

印刷 【判断の基準】 

＜共通事項＞ 

○基準値１は、次の①から⑤の要件を、基準値２は、次の①から④の

要件をそれぞれ満たすこと。 

①印刷・情報用紙に係る判断の基準（「紙類」参照。）を満たす用紙

が使用されていること。ただし、冊子形状のものについては表紙

を除くものとし、紙の原料にバージンパルプが使用される場合に

あっては、その原料の原木は、伐採に当たって、原木の生産され

た国又は地域における森林に関する法令に照らして手続が適切に

なされたものであること。ただし、間伐材により製造されたバー

ジンパルプ及び合板・製材工場から発生する端材、林地残材・小

径木等の再生資源により製造されたバージンパルプには適用しな

い。 

②表１に示されたＢ、Ｃ及びＤランクの紙へのリサイクルにおいて

阻害要因となる材料が使用されていないこと。ただし、印刷物の用

途・目的から使用する場合は、使用部位、廃棄又はリサイクル方法

を記載すること。 

③印刷物へリサイクル適性を表示すること。 

④印刷の各工程において、表２に示された環境配慮のための措置が

講じられていること。 

⑤次のいずれかの要件を満たした事業者又は印刷物であること。 

ア．環境マネジメントシステムの認証を取得している事業者であ

ること。 

イ．環境報告書等を作成・公表している事業者であること。 

ウ．印刷物の原材料調達から廃棄・リサイクルに至るまでのライ

フサイクルにおける温室効果ガス排出量を地球温暖化係数に基

づき二酸化炭素相当量に換算して算定した定量的環境情報が開

示されていること。 

エ．ライフサイクル全般にわたりカーボン・オフセットされた印

刷物であること。 

オ．グリーンプリンティング認定制度又は環境推進工場認定制度

による認定を取得している事業者（工場等）であること。 

 

＜個別事項＞ 

①オフセット印刷 

ア．バイオマスを含有したインキであって、かつ、芳香族成分が1％

未満の溶剤のみを用いるインキが使用されていること。 

イ．インキの化学安全性が確認されていること。 

②デジタル印刷 

ア．電子写真方式（乾式トナーに限る。）にあっては、トナーカート

リッジの化学安全性に係る判断の基準（「トナーカートリッジ」参

照。）を満たすトナーが使用されていること。 

イ.電子写真方式（湿式トナーに限る。）又はインクジェット方式に

あっては、トナー又はインクの化学安全性が確認されていること。 
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【配慮事項】 

①印刷物の用途及び目的を踏まえ、可能な限り軽量化されていること。 

②デジタル化の推進等（DTP、CTP、DDCP方式の採用等）により廃棄物

の発生が可能な限り抑制されていること。 

③揮発性有機化合物（VOC）の発生抑制に配慮されていること。 

④インキ缶やインク、トナー等の容器、感光ドラム等の資材・部品等

が再使用又はリサイクルされていること。 

⑤印刷物の表紙の表面加工等への有害物質の発生原因となる物質の使

用が可能な限り抑制されていること。 

⑥紙の原料にバージンパルプが使用される場合にあっては、その原料

の原木は持続可能な森林経営が営まれている森林から産出されたも

のであること。ただし、間伐材により製造されたバージンパルプ及

び合板・製材工場から発生する端材、林地残材・小径木等の再生資

源により製造されたバージンパルプには適用しない。 

⑦製品の包装又は梱包は、可能な限り簡易であって、再生利用の容易

さ及び廃棄時の負荷低減に配慮されていること。 

備考） １ 本項の判断の基準の対象とする「印刷」は、紙製の報告書類、ポスター、チラシ、パン

フレット等の印刷物を印刷する役務とし、文具類等他の品目として調達する場合を除く。

ただし、他の品目として調達する場合にあっても、可能な限り本項の判断の基準を満たす

よう努めること。 

２ 「オフセット印刷」とは、印刷版の印刷インキを転写体に転移し、さらにこれを紙など

に再転移する印刷方式をいう。 

３ 「デジタル印刷」とは、無版印刷であって電子写真方式又はインクジェット方式による

印刷方式をいう。 

４ 判断の基準＜共通事項＞②及び③の印刷物リサイクル適性の表示等については、古紙再

生促進センター作成、日本印刷産業連合会運用の「リサイクル対応型印刷物製作ガイドラ

イン」を参考とすること。ただし、使用する材料に古紙リサイクル適性ランクが定められ

ていない場合には、適用しないものとする。 

５ 判断の基準＜共通事項＞③の「リサイクル適性の表示」は、次の表現とすること。ただ

し、長期間にわたり保存・保管する等リサイクルを前提としない印刷物については、適用

しないものとする。なお、古紙リサイクル適性ランク及び表示方法については、「リサイク

ル対応型印刷物製作ガイドライン」の検討結果を踏まえ、適切に見直しを行うものとする。 

ア．Ａランクの材料のみ使用する場合は「印刷用の紙にリサイクルできます」 

イ．Ａ又はＢランクの材料のみ使用（ア．の場合を除く。）する場合は「板紙にリサイクル

できます」 

ウ．Ｃ又はＤランクの材料を使用する場合は「リサイクルに適さない資材を使用していま

す」 

なお、製本加工したカレンダーであって、綴じ部と本紙が分離可能なものについては、

本紙の用紙ごとにリサイクル適性を表示すること。 

６ 調達を行う各機関は、表３の資材確認票を参考とし、使用される資材等について確認す

ること。なお、印刷物の長期使用、強度補強等のため光沢ラミネート等を行うことが望ま

しい場合もあることを勘案し、使用目的等にあった資材を適切に選択すること。 

７ 「バイオマスを含有したインキ」とは、バイオマス割合（再生可能な生物由来の有機性

原材料（植物由来の油を含み、化石資源を除く。）の含有量の割合）及び石油系溶剤割合（イ

ンキに含まれる石油（化石燃料系）を原料とした溶剤の含有量の割合）が、インキの種類

ごとに下表に定める要件を満たすものをいう。なお、UV インキは VOC 成分（WHO（世界保健

機関）の化学物質の分類において「高揮発性有機化合物」及び「揮発性有機化合物」に分
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類される揮発性有機化合物）が 3％未満かつリサイクル対応型 UV インキであることをもっ

て、判断の基準＜個別事項＞①アの基準に適合するものとみなす。 

インキの種類 バイオマス割合 石油系溶剤割合 

枚葉インキ 30％以上 30％以下 

オフ輪インキ 20％以上 45％以下 

金インキ（枚葉・オフ輪） 10％以上 25％以下 

新聞インキ（ノンヒートオフ輪） 30％以上 30％以下 

備考１ インキには OP ニス及びメジウムを含む。 

２ 油性ビジネスフォームインキは枚葉インキの基準を適用する。 

８ 「芳香族成分」とは、JIS K 2536 に規定されている石油製品の成分試験法をインキ溶剤

に準用して検出される芳香族炭化水素化合物をいう。 

９ 判断の基準＜共通事項＞④及び配慮事項②③④⑤については、日本印刷産業連合会作成

の「日印産連『オフセット印刷サービスグリーン基準』及び『グリーンプリンティング（GP）

認定制度』ガイドライン」を参考とすること。 

１０ 「環境マネジメント」とは、事業者が、その事業経営の中で自主的に環境保全に関す

る取組を進めるに当たり、環境に関する方針や目標を自ら設定し、これらの達成に向けて

取り組み、その取組結果を確認・評価し、改善していくことをいい、そのための事業者内

の体制・手続等の仕組みを「環境マネジメントシステム」という。環境マネジメントシス

テムの例としては ISO 14001、エコアクション 21 等がある。 

１１ 「環境報告書等」とは、環境情報の提供の促進等による特定事業者等の環境に配慮し

た事業活動の促進に関する法律（平成 16 年法律 77 号）第２条第４項に規定する環境報告

書及び環境報告書に記載すべき事項等に関する内容を包含している報告書をいう。 

１２ 「地球温暖化係数」とは、地球の温暖化をもたらす程度の二酸化炭素に係る当該程度

に対する比を示す数値をいう。 

１３ 判断の基準＜共通事項＞⑤ウの定量的環境情報は、カーボンフットプリント（ISO 

14067）、ライフサイクルアセスメント（ISO 14040 及び ISO 14044）又は経済産業省・環境

省作成の「カーボンフットプリント ガイドライン」等に整合して算定したものとする。 

１４ 「ライフサイクル全般にわたりカーボン・オフセットされた印刷物」とは、当該印刷

物のライフサイクルにおける温室効果ガス排出量の算定基準に基づき、ライフサイクル全

般にわたる温室効果ガス排出量の全部を認証された温室効果ガス排出削減・吸収量（以下

本項において「クレジット」という。）を調達し、無効化又は償却した上で埋め合わせた（以

下本項において「オフセット」という。）印刷物をいう。 

１５ オフセットに使用できるクレジットは、当面の間、J-クレジット、二国間クレジット

（JCM）、地域版 J-クレジットなど我が国の温室効果ガスインベントリに反映できるものを

対象とする。なお、クレジットの更なる活用を図る観点から、クレジットに関する国内外

の議論の動向や市場動向を踏まえつつ、対象品目及び対象クレジットを拡大する等、需要

拡大に向けた検討を実施するものとする。 

１６ 「グリーンプリンティング認定制度」とは、事業者（工場等）の環境負荷低減への取

組及び環境に配慮した印刷製品を認定するという総合認定制度であり、一般社団法人日本

印刷産業連合会が運営する制度。「環境推進工場認定制度」とは、印刷物製造工程における

環境負荷低減への取組を一定水準以上達成した中小印刷事業者（工場等）を認定・登録す

る制度であり、全日本印刷工業組合連合会及び東京都印刷工業組合が運営する制度。 

１７ 調達を行う各機関は、必要に応じ表４のチェックリストを参考とし、印刷の各工程に

おける基準について確認すること。 

１８ 判断の基準＜個別事項＞①イの「化学安全性」とは、次のア及びウを満たすことをい

う。また、判断の基準＜個別事項＞②イの「化学安全性」とは、次のア又はイのいずれか

を満たし、かつ、ウを満たすことをいう。 

ア．印刷インキ工業連合会の「印刷インキに関する自主規制（NL 規制）」（平成 23 年９月１
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日ᨵゞ）に適合࡚ࡋいることࠋ 

イ㸬≉定の化Ꮫ≀質（㖄及びࡑの化合≀、水㖟及びࡑの化合≀、࢝ド࣒࣑࢘及びࡑの化合

≀、භ౯ク࣒ࣟ化合≀、ポࣜブࣟࣔࣅフࢽ࢙ル୪びにポࣜブࣟࣔジフࢽ࢙ルエーࢸル）

がྵ᭷率基準値を㉸࠼ないことࠋ≉定の化Ꮫ≀質のྵ᭷率基準値ࡣ、JIS C ����（電気・

電Ꮚ機器の≉定の化Ꮫ≀質のྵ᭷⾲♧方ἲ）の㝃ᒓ᭩㸿の⾲ $�1（≉定の化Ꮫ≀質、化Ꮫ

≀質グྕ、⟬ฟ対象≀質及びྵ᭷率基準値）に定ࡵる基準値とࡋ、基準値を㉸࠼るྵ᭷

がチᐜࢀࡉる㡯目にࡘい࡚ࡣ、上グ JIS の㝃ᒓ᭩㹀に準ࡎるࡶのとするࠋなお、ࡑの

ᒓရ等のᢅいにࡘい࡚ࡣ JIS C ���� に準ࡎるࡶのとするࠋ 

㸬≉定化Ꮫ≀質の⎔ቃへの排ฟ量のᢕᥱ等及び管理のᨵၿのಁ㐍に関するἲᚊ（ᖹᡂ࢘ 11

年ἲᚊ➨ 8� ྕ）の対象≀質を≉定࡚ࡋいること（S'S（Ᏻ全ࢹータࢩート）を備࡚࠼い

ることࠋ（ࠋ 

㸯㸷 調㐩を⾜うྛ機関ࡣ、༳ๅ≀の必要な部ᩘ・量を適正にぢ✚り、過なⓎὀとなࡽな

いよう、また、ᑡ部ᩘの場合ࢹࡣジタル༳ๅを㑅ᢥする等適切なⓎὀにດࡵることࠋ 

㸰㸮 調㐩を⾜うྛ機関ࡣ、༳ๅ≀のᰯ正に当たࡣ࡚ࡗ、ྍ能な限りᮏ機ᰯ正によࢹࡎࡽジ

タルᰯ正と9、ࡋOC 排ฟ量のᢚ制にດࡵることࠋ 

㸰㸯 ⣬のཎᩱとなるཎᮌにࡘい࡚の合ἲᛶ及び持⥆ྍ能な᳃ᯘ⤒ႠがႠま࡚ࢀいる᳃ᯘ

ᮌ材・ᮌ材〇ရの合ἲᛶ、持⥆ྍ能ࠕᯘ㔝ᗇ作ᡂの、ࡣの⏘ฟにಀる確認を⾜う場合にࡽ

ᛶのド明のたࡵのガイドライン（ᖹᡂ 18 年㸰月）ࠖ に準ᣐ࡚ࡋ⾜うࡶのとするࠋなお、㒔

㐨ᗓ┴等による᳃ᯘ、ᮌ材等の認ド制度ࡶ合ἲᛶの確認に活用できることとするࠋ 

⾲㸯 ྂ⣬ࣜࢧイクル適ᛶランクࣜスト 

  ࠙㸿ランクࠚ ࠙㹀ランクࠚ ࠙㹁ランクࠚ ࠙㹂ランクࠚ 

⣬、ᯈ⣬へのࣜࢧイク

ルにおい࡚㜼ᐖにな

 ないࡽ

⣬へのࣜࢧイクルに

㜼ᐖとなるが、ᯈ⣬ࡣ

へのࣜࢧイクルにࡣ

㜼ᐖとなࡽない 

⣬、ᯈ⣬へのࣜࢧイク

ルにおい࡚㜼ᐖになる 

ᚤ量のΰධでࡶ除去

することがฟ᮶ない

たࡵ、⣬、ᯈ⣬への

イクルが不ྍ能ࢧࣜ

になる 

ձ

⣬ 

࠙ᬑ㏻⣬ࠚ 

 アート⣬㸭コート⣬

㸭上質⣬㸭୰質⣬㸭

更⣬ 

－ － － 

࠙ຍᕤ⣬ࠚ 

ᢒⰍ⣬�㸿�㸭ファン

�㸿�ーペーパーࢩ㸭

ᶞ⬡ྵᾐ⣬（水⁐ᛶの

 （のࡶ

࠙ຍᕤ⣬ࠚ 

ᢒⰍ⣬�㹀�㸭ファン

�㹀�ーペーパーࢩ㸭

ポࣜエࢳレン等ᶞ⬡

コーࢸィング⣬㸭ポ

ࣜエࢳレン等ᶞ⬡ラ

ࢩネート⣬㸭グラ࣑

ンペーパー㸭インࢹ

ィアペーパー 

࠙ຍᕤ⣬ࠚ 

ᢒⰍ⣬�㹁�㸭ファン

�㹁�ーペーパーࢩ㸭

ᶞ⬡ྵᾐ⣬（水⁐ᛶの

㸭◲㓟⣬（ࡃのを除ࡶ

㸭ターポࣜン⣬㸭ࣟ࢘

⣬㸭ࣁࣟࢭン㸭合ᡂ⣬

㸭࢝ーボン⣬㸭ࣀー࢝

ーボン⣬㸭ឤ熱⣬㸭圧

╔⣬ 

࠙ຍᕤ⣬ࠚ 

ᤫᰁ⣬㸭᪼⳹転⣬

㸭ឤ熱ᛶⓎἻ⣬㸭ⰾ

㤶⣬ 
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 ࠙㸿ランクࠚ ࠙㹀ランクࠚ ࠙㹁ランクࠚ ࠙㹂ランクࠚ 

ղ

イ

ン

キ

類 

࠙㏻常インキࠚ 

ฝ∧インキ㸭ᖹ∧イ

ンキ（࢜フࢭットイン

キ）㸭⁐ᆺグラࣅア

インキ㸭⁐ᆺフレ

キࢯインキ㸭スクࣜ

ーンインキ 

࠙㏻常インキࠚ 

水ᛶグラࣅアインキ

㸭水ᛶフレキࢯイン

キ 

－ － 

࠙≉Ṧインキࠚ 

イクル対応ᆺࢧࣜ 89

インキۼ㸭࢜フࢭッ

ト用㔠・㖟インキ㸭パ

ールインキ㸭OC5 イン

キ（Ἔᛶ） 

࠙≉Ṧインキࠚ 

89 インキ㸭グラࣅア

用㔠・㖟インキ㸭OC5 

89 インキ㸭(B インキ

㸭⺯光インキ 

࠙≉Ṧインキࠚ 

ឤ熱インキ㸭減ឤイン

キ㸭☢ᛶインキ 

࠙≉Ṧインキࠚ 

᪼⳹ᛶインキ㸭ⓎἻ

インキ㸭ⰾ㤶インキ 

࠙≉Ṧຍᕤࠚ 

OP  スࢽ

－ － － 

ジタル༳ๅインࢹ࠙

キ類ࠚ 

イクル対応ᆺドࢧࣜ

ライトࢼーۼ 

ジタル༳ๅインࢹ࠙

キ類ࠚ 

ドライトࢼー 

－ － 

ճ

ຍ

ᕤ

㈨

材 

࠙〇ᮏຍᕤࠚ 

〇ᮏ用㔪㔠㸭ホッࢳ

キス等㸭㞴⣽化 (9$

⣔ホット࣓ルトۼ㸭

P85 ⣔ホット࣓ルトۼ

㸭水⁐ᛶのり 

࠙〇ᮏຍᕤࠚ 

〇ᮏ用⣒㸭(9$ ⣔ホッ

ト࣓ルト 

࠙〇ᮏຍᕤࠚ 

クࣟス㈞り（ᕸクࣟス、

⣬クࣟス） 

－ 

࠙⾲面ຍᕤࠚ 

光ἑコート�ࢽス引

き、プレスコート） 

࠙⾲面ຍᕤࠚ 

光ἑラ࣑ネート（PP

㈞り）㸭89 コート、89

ラ࣑コート㸭⟩ᢲࡋ 

－ － 

 ࠚのຍᕤࡑ࠙

ࢩイクル対応ᆺࢧࣜ

ール（全㞳ゎྍ能⢓╔

⣬）ۼ 

 ࠚのຍᕤࡑ࠙

イクル対ࢧࣜ）ールࢩ

応ᆺを除ࡃ） 

 ࠚのຍᕤࡑ࠙

❧య༳ๅ≀（レンࢳキ

ࣗラーレンࢬ使用） 

－ 

մ

ࡑ

の

 

 ࠚ≀␗࠙ －

⢓╔ࢸープ（ࣜࢧイク

ル対応ᆺ） 

 ࠚ≀␗࠙

▼㸭ガラス㸭㔠≀（〇

ᮏ用ホッࢳキス、㔪㔠

等除ࡃ）㸭ᅵ◁㸭ᮌ∦

㸭プラスࢳック類㸭ᕸ

類㸭ᘓ材（▼こうボー

ド等）㸭不⧊ᕸ㸭⢓╔

イクル対ࢧࣜ）ープࢸ

応ᆺを除ࡃ） 

 ࠚ≀␗࠙

ⰾ㤶㘓ရ（ⰾ㤶、

㤶水、ཱྀ⣚等） 

備⪃）㸯 ۼ༳の㈨材（㞴⣽化 (9$ ⣔ホット࣓ルト、P85 ⣔ホット࣓ルト、ࣜࢧイクル対応ᆺ 89 イ

ンキ、ࣜࢧイクル対応ᆺࢩール、ࣜࢧイクル対応ᆺドライトࢼー）ࡣ、日ᮏ༳ๅ⏘業連合

のࢧࣜࠕイクル対応ᆺ༳ๅ㈨材ࢹータベースࠖにᥖ㍕࡚ࢀࡉいることを確認することࠋ 

㸰  ༳の㈨材（ᢒⰍ⣬、ファンࢩーペーパー）ࡣ、⎔ቃ省のࠕグࣜーン㉎ධἲ�QHWࠖにᥖ㍕

ࠋイクル適ᛶを確認することࢧいるྛ〇ရの࡚ࣜࢀࡉ
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⾲㸰 ࢜フࢭット༳ๅཪࢹࡣジタル༳ๅに関連する༳ๅのྛᕤ⛬における⎔ቃ㓄៖㡯目及び基準 

ᕤ⛬ 㡯 目 基 準 

〇∧ 

ジタル化（'7Pࢹジタル化 ᕤ⛬のࢹ 化）率が ��㸣以上で࠶ることࠋ 

ᗫᾮ及び〇∧フィル࣒

 の㖟回収ࡽ

〇∧フィル࣒を使用するᕤ⛬におい࡚、ᗫᾮ及び〇∧フィル࣒

 ࠋいること࡚ࡗ⾜㖟の回収をࡽ

ๅ∧ 
༳ๅ∧の使用ཪࣜࡣ

 イクルࢧ

༳ๅ∧（アル࣑基材のࡶの）の使用ཪࢧࣜࡣイクルを⾜࡚ࡗ

いることࠋ 

༳ 

ๅ 

࢜

フ

ࢭ

ッ

ト 

9OC のⓎ⏕ᢚ制 次のいࢀࡎの対策をㅮじ࡚いることࠋ 

・水なࡋ༳ๅࢩス࣒ࢸをᑟධ࡚ࡋいることࠋ 

 ࠋいること࡚ࡋをᑟධ࣒ࢸスࢩ⎔水ᚠࡋ‵・

・9OC 対策に㈨する⎔ቃに㓄៖ࡋた‵ࡋ水をᑟධ࡚ࡋいることࠋ

・自動ᕸ洗浄をᑟධ࡚ࡋいる、ཪࡣ自動ᾮ洗浄の場合ࡣᚠ⎔ࢩ

ス࣒ࢸをᑟධ࡚ࡋいることࠋ 

・9OC 対策に㈨する⎔ቃに㓄៖ࡋた洗浄をᑟධ࡚ࡋいることࠋ

・ᗫ࢙࢘スᐜ器ࡸ洗浄ᐜ器にをする等の 9OC のⓎ⏕ᢚ制策

をㅮじ࡚いることࠋ 

㍯転༳ๅᕤ⛬の熱風⇱༳ๅの場合に9、ࡣ࡚ࡗ࠶OC ฎ理装置を

設置ࡋ、適切に運転管理࡚ࡋいることࠋ 

〇⣬ཎᩱへのࣜࢧイク

ル 

ᦆ⣬等（༳ๅᕤ⛬ࡽⓎ⏕するᦆ⣬、残⣬）の〇⣬ཎᩱへのࣜ

イクル率がࢧ 8�㸣以上で࠶ることࠋ 

ࢹ

ジ

タ

ル 

༳ๅ機の⎔ቃ㈇Ⲵప減 省電力機能の活用、ᮍ使用時の電※切断など、省エネルギー活

動を⾜࡚ࡗいることࠋ 

〇⣬ཎᩱ等へのࣜࢧイ

クル 

ᦆ⣬等（༳ๅᕤ⛬ࡽⓎ⏕するᦆ⣬、残⣬）の〇⣬ཎᩱ等への

イクル率がࢧࣜ 8�㸣以上で࠶ることࠋ 

⾲面 

ຍᕤ 

9OC のⓎ⏕ᢚ制 アルコール類を⃰度 3�㸣ᮍ‶で使用࡚ࡋいることࠋ 

〇⣬ཎᩱ等へのࣜࢧイ

クル 

ᦆ⣬等（光ἑຍᕤᕤ⛬ࡽⓎ⏕するᦆ⣬、残⣬、残フィル࣒）

の〇⣬ཎᩱ等へのࣜࢧイクル率が 8�㸣以上で࠶ることࠋ 

〇ᮏ 

ຍᕤ 

㦁㡢・動ᢚ制 窓、ドアの開ᨺを⚗止する等の㦁㡢・動のᢚ制策をㅮじ࡚い

ることࠋ 

〇⣬ཎᩱへのࣜࢧイク

ル 

ᦆ⣬等（〇ᮏᕤ⛬ࡽⓎ⏕するᦆ⣬）の〇⣬ཎᩱへのࣜࢧイク

ル率が ��㸣以上で࠶ることࠋ 

備⪃） 㸯 ᮏ基準ࡣ、༳ๅᙺົのඖㄳ下ㄳをၥࡎࢃ、༳ๅᙺົのたるᕤ⛬を⾜う⪅に適用す

るࡶのと࢜、ࡋフࢭット༳ๅཪࢹࡣジタル༳ๅに関連する༳ๅᙺົの୍部のᕤ⛬を⾜う⪅

にࡣ適用ࡋないࠋ 

㸰 〇∧ᕤ⛬におい࡚ࢹࠕ、ࡣジタル化ࠖཪࠕࡣᗫᾮ及び〇∧フィルࡽ࣒の㖟回収ࠖのい

 ࠋよいこととするࡤࡏを‶たࢀࡎ

㸱 〇∧ᕤ⛬のࠕ㖟の回収ࠖとࡣ、㖟回収ࢩス࣒ࢸをᑟධ࡚ࡋいるཪࡣ㖟回収ࢩス࣒ࢸを᭷

するࣜࢧイクル業⪅、ᗫᲠ≀回収業⪅に引きΏすことをいうࠋなお、ᗫᾮ及び〇∧フィ

ルࡽ࣒の㖟の回収ࡣ、ᢏ⾡的に不ྍ能な場合を除き、実施ࡋなけࡤࢀなࡽないࠋ 

㸲 ๅ∧ᕤ⛬の༳ๅ∧の使用ཪࢧࣜࡣイクル（༳ๅ∧に⏕するࡶのでࡑ、࡚ࡗ࠶のရ質

がప下ࡋないࣜࢧイクルをྵࡣ（ࠋࡴ、ᢏ⾡的に不ྍ能な場合を除き、実施ࡋなけࡤࢀな

 ࠋないࡽ

㸳 ࢜フࢭット༳ๅᕤ⛬における9ࠕOC のⓎ⏕ᢚ制ࠖの⎔ቃに㓄៖ࡋた‵ࡋ水及び⎔ቃに㓄

៖ࡋた洗浄にࡘい࡚ࡣ、日ᮏ༳ๅ⏘業連合が運Ⴀするࠕグࣜーンプࣜンࢸィング㈨機

材認定制度ࠖにおい࡚認定ࢀࡉたエッࢳᾮ（‵ࡋ水）及び洗浄をཧ⪃とすることࠋ 

㸴 ࢜フࢭット༳ๅᕤ⛬における9ࠕOC のⓎ⏕ᢚ制ࠖのᗫ࢙࢘スᐜ器ࡸ洗浄ᐜ器にをす

る等及び㍯転༳ๅᕤ⛬の 9OC ฎ理装置の設置・適切な運転管理、ࢹジタル༳ๅᕤ⛬におけ

るࠕ༳ๅ機の⎔ቃ㈇Ⲵప減ࠖ及び〇ᮏຍᕤᕤ⛬におけるࠕ㦁㡢・動ᢚ制ࠖにࡘい࡚ࡣ、

当該対策を実施するたࡵの手㡰᭩等を作ᡂ・運用࡚ࡋいる場合に適合࡚ࡋいるࡶのとみな

すࠋ 
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㸵 ࢹジタル༳ๅᕤ⛬、⾲面ຍᕤᕤ⛬のࠕ〇⣬ཎᩱ等へのࣜࢧイクルࠖにࡣ、〇⣬ཎᩱへの

(イクル（5Pࢧイクル以外のࣜࢧࣜ へのຍᕤࡸエネルギー回収等）をྵࠋࡴ 

⾲㸱 ㈨材確認⚊のᵝ式（例） 

作ᡂ年月日㸸   年  月  日 

                      ᚚ୰ 

௳ྡ㸸                      

㈨ 材 確 認 ⚊ 

 ♫༳ๅᰴ式ۑۑ

༳ๅ㈨材 
使用 

᭷↓ 

 イクルࢧࣜ

適ᛶランク 
㈨材の✀類 〇㐀ඖ・㖭ྡ 備⪃

用⣬ 

ᮏᩥ ۑ 㸿 上質⣬ ۑۑ〇⣬㸭ۑۑ  

⾲⣬ ۑ 㸿 コート⣬ ۑۑ〇⣬㸭ۑۑ  

ぢ㏉ۑ ࡋ 㸿 上質⣬ ۑۑ〇⣬㸭ۑۑ  

  － － バー࢝

    

    

インキ類 

  ۑۑインキ㸭ۑۑ 㸿 ᖹ∧インキ ۑ

   

   

   

ຍᕤ 

〇ᮏຍᕤ ۑ 㸿 P85 ⣔ホット࣓ルト ۑۑ化Ꮫ㸭ۑۑ  

⾲面ຍᕤ ۑ 㸿 OP   ۑۑ化Ꮫ㸭ۑۑ スࢽ

  － － のຍᕤࡑ

 のࡑ

   

   

   

   

Ў

使用㈨材 ࣜࢧイクル適ᛶ ุู 

㸿ランクの㈨材のみ使用 ༳ๅ用の⣬にࣜࢧイクルできます ۑ 

㸿またࡣ㹀ランクの㈨材のみ使用 ᯈ⣬にࣜࢧイクルできます 

㹁またࡣ㹂ランクの㈨材を使用 ࣜࢧイクルに適ࡉない㈨材を使用࡚ࡋいます  

備⪃）㸯 ㈨材確認⚊にグධする༳ๅ㈨材ࡣ、最᪂のࢧࣜࠕイクル対応ᆺ༳ๅ≀〇作ガイドラインࠖ

にᥖ㍕ࢀࡉたྂ⣬ࣜࢧイクル適ᛶランクࣜストをཧ照することࠋ 

㸰 ྂ⣬ࣜࢧイクル適ᛶランクが定࡚ࢀࡽࡵいない用⣬、インキ類等の㈨材を使用する場合ࡣ、
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 ࠋランク外ࠖとグ㍕することࠕイクル適ᛶランクࠖのḍにࢧࣜࠕ

㸱 内ᐜに関するၥ合ࡏに当た࡚ࡗ必要となる㡯目ࡸᢲ༳等の要ྰにࡘい࡚ࡣ、ᵝ式の変更等

を⾜うことができるࠋ 

⾲㸲 ࢜フࢭット༳ๅཪࢹࡣジタル༳ๅのᕤ⛬における⎔ቃ㓄៖࢙ࢳックࣜストᵝ式（例） 

作ᡂ年月日㸸   年  月  日 

                      ᚚ୰ 

 ックࣜスト࢙ࢳジタル༳ๅのᕤ⛬における⎔ቃ㓄៖ࢹࡣット༳ๅཪࢭフ࢜

 ♫༳ๅᰴ式ۑۑ

ᕤ⛬ 実 ⌧ 基 準（要ồ内ᐜ） 

〇∧ 

 ࠋいる࡚ࡋを‶たࢀࡎ㹀のいࡣձ次の㸿ཪ ࠼い㸭いいࡣ

㸿 ᕤ⛬のࢹジタル化（'7P 化）率が ��㸣以上で࠶るࠋ 

㹀 〇∧フィル࣒を使用するᕤ⛬におい࡚、ᗫᾮ及び〇∧フィル࣒

 ࠋいる࡚ࡗ⾜㖟の回収をࡽ

ๅ∧ ࡣい㸭いい࠼ ղ༳ๅ∧（アル࣑基材のࡶの）の使用ཪࢧࣜࡣイクルを⾜࡚ࡗいるࠋ

༳ 

ๅ 

࢜

フ

ࢭ

ッ

ト 

࡚ࡋをᑟධ࣒ࢸスࢩ⎔水ᚠࡋ‵、いる࡚ࡋをᑟධ࣒ࢸスࢩ༳ๅࡋճ水な ࠼い㸭いいࡣ

いる、⎔ቃに㓄៖ࡋた‵ࡋ水をᑟධ࡚ࡋいる、自動ᕸ洗浄をᑟධ࡚ࡋ

いる、自動ᾮ洗浄の場合ࡣᚠ⎔ࢩス࣒ࢸをᑟධ࡚ࡋいる、⎔ቃに㓄៖

い࡚ࡋ洗浄ᐜ器にをࡸスᐜ器࢙࢘いる、ᗫ࡚ࡋた洗浄をᑟධࡋ

る等の 9OC のⓎ⏕ᢚ制策をㅮじ࡚いるࠋ 

9OC、ࡣ࡚ࡗ࠶մ㍯転༳ๅᕤ⛬の熱風⇱༳ๅの場合に ࠼い㸭いいࡣ ฎ理装置を設置

 ࠋいる࡚ࡋ適切に運転管理、ࡋ

イクࢧの〇⣬ཎᩱへのࣜ（Ⓨ⏕するᦆ⣬、残⣬ࡽ⛬༳ๅᕤ）յᦆ⣬等 ࠼い㸭いいࡣ

ル率が 8�㸣以上で࠶るࠋ 

ࢹ

ジ

タ

ル 

⾜ն省電力機能の活用、ᮍ使用時の電※切断など、省エネルギー活動を ࠼い㸭いいࡣ

 ࠋいる࡚ࡗ

イࢧの〇⣬ཎᩱ等へのࣜ（Ⓨ⏕するᦆ⣬、残⣬ࡽ⛬༳ๅᕤ）շᦆ⣬等 ࠼い㸭いいࡣ

クル率が 8�㸣以上で࠶るࠋ 

⾲面 

ຍᕤ 

ոアルコール類を⃰度 ࠼い㸭いいࡣ 3�㸣ᮍ‶で使用࡚ࡋいるࠋ 

の〇⣬（࣒Ⓨ⏕するᦆ⣬、残⣬、残フィルࡽ⛬光ἑຍᕤᕤ）չᦆ⣬等 ࠼い㸭いいࡣ

ཎᩱ等へのࣜࢧイクル率が 8�㸣以上で࠶るࠋ 

〇ᮏ 

ຍᕤ 

 ࠋպ窓、ドアの開ᨺを⚗止する等の㦁㡢・動のᢚ制策をㅮじ࡚いる ࠼い㸭いいࡣ

イクル率がࢧの〇⣬ཎᩱへのࣜ（Ⓨ⏕するᦆ⣬ࡽ⛬〇ᮏᕤ）ջᦆ⣬等 ࠼い㸭いいࡣ

��㸣以上で࠶るࠋ 

備⪃） 内ᐜに関するၥ合ࡏに当た࡚ࡗ必要となる㡯目ࡸᢲ༳等の要ྰにࡘい࡚ࡣ、ᵝ式の変更等を

⾜うことができるࠋ 

�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度に調㐩する༳ๅ（のᙺົの୍部と࡚ࡋⓎὀࢀࡉる༳ๅをྵࠋࡴ）の⥲௳ᩘに

༨ࡵる基準値㸯及び基準値㸰ࢀࡒࢀࡑの基準を‶たす༳ๅの௳ᩘの合とするࠋ 
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